
＜共催・協働事業＞ 

 

渡島・檜山管内高等学校剣道大会  
 
１，趣 旨  

 近隣の高等学校剣道部を対象に剣道の試合を通して心身の育成と相互の交流を図る。 

２，期 日 

 平成２７年１月２５日（日） 日帰り                    

３，共催・実施場所   

森町剣道連盟 

道立青少年体験活動支援施設ネイパル森 

４，参加対象  

 近隣の高等学校剣道部 

５，参加実績等 １２４名 

○参加校 

函館西高等学校 ２ 

函館遺愛高等学校 ８ 

江差高等学校 ５ 

大野農業高等学校 ４ 

函館中部高等学校 １２ 

市立函館高等学校 ７ 

函館ラサール高等学校 ５ 

函館白百合高等学校 ３ 

函館付属有斗高等学校 ５ 

函館工業高等学校 １ 

森高等学校 １ 

計  １１校 ５３名 

 

○来場者数    ７１名 

６，プログラム内容  

   8:30     9:10    9:15     9:30                       13:00 

 

 

 
受付 

審判 

会議 
開会式 競 技 閉会式 解散 

 

７，活動の様子 

 近隣の渡島・檜山管内の高等学校から１１校５３名の剣士が出場し、男子初段以下の部、男子二段以上の部、 

女子初段以下の部、女子二段以上の部及び敗者復活トーナメント戦を含め全７６試合、優勝を目指しての熱戦が 

繰り広げられた。 

大会成績については以下のとおり。 

 

 ○試合結果（優勝者のみ） 

  ・男子初段以下の部 齋藤 優介（函館中部高等学校） 

  ・男子二段以上の部 太田 純人（森高等学校） 

  ・女子初段以下の部 棚上  好（函館遺愛高等学校） 

  ・女子二段以上の部 滝沢 華麗（函館中部高等学校） 

 

 

 

8，事業の分析と考察 

 森剣道連盟との共催事業として定着している事業で第７回目の大会となった。剣道連盟、剣道父母会の方が 

中心となって会場の準備、後片付けまで行っている。 

剣道試合を通して健やかな心身の育成や相互の交流が充分に図られた。また、大会当日は、多数の応援者の 

来場もあり、ネイパル森を知って頂く機会として、施設利用促進に貢献することができた。 

9，成果と課題 

〇成果 

・剣道連盟の意見を聞き入れながらの事前準備など、スムーズな競技運営ができた。 

・大会関係者の協力により、怪我・事故もなく無事終了した。 


